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第 9 7回臨時総代会第 9 7回臨時総代会
原案通り承認される

　３月25日、本部事務所２階大会議室において、第97回臨時総
代会が開催されました。
　開催にあたり、書面議決195名を含む291名（うち委任状２名）
の総代が出席。廣江組合長の開会挨拶の後、議長団に南中伏古
農事組合の竹内佑太朗総代、西士狩東農事組合の棚田英和総代
が選出され、議事において第１号から第６号の議案全てが原案
通り承認されました。

役員選任のお知らせ
　この度、３月25日に開催されました第97回臨時総代会において、伊藤俊博氏
が監事に選任されましたのでお知らせいたします。

管理部
・管理経理
　経営管理の強化…内部統制文書の適正な運用と経営定期点検による自己点検を実施し、内部統制機能の
強化をはかる。
　財務基盤の健全性維持と部門収支の改善…計画的な出資造成をすすめ、計画に基づく適正な事業運営と
予算管理による事業経費削減に取り組む。
　活力ある職場づくり…職員の労務管理と健康管理に取り組み、業務の効率化と労働生産性の向上をはかる。
　デジタル化の推進とセキュリティ対策…十勝農協連の基幹システムからＪＡ北海道情報センター第四次
システムへの移行を実施する。
・共済
　長期共済は、「生存系共済・建物更生共済」を主力に、推進活動をおこない、短期共済は、「自動車・自
賠責・火災・傷害共済」の新規・継続推進、また、ＪＡ共済の補完商品を扱う共栄火災海上保険 ( 株 ) の
代理店業務の拡充をはかる。

信用部
・貯金
　金融サービスの利用拡大…住宅・マイカーなど生活ローンの推進活動や年金受給予定者への早期予約推
進をおこなう。また、ＪＡバンクアプリなど非対面取引の利用推進をおこなう。
・組合員相談
　組勘の適正運用…組勘運用ルールや生産実績に基づいた、実態に則した営農計画書の策定を支援する。
　農業経営の安定化…各種補助事業を含めた資産取得に対する事前相談を促す。また、営農計画書策定時
に投資情報を収集し低利資金への誘導をおこなう。
　農業経営のスムーズな継承…法人化を含めた経営継承に対する助言と農業経営講座を通じた情報提供を
おこなう。

審査部
・融資審査
　融資査定要領、融資要項に基づいた融資審査をおこなう。

営農部
・農業振興センター
　環境に配慮した農業の展開…有機物の有効利活用をはかるために、小麦収穫後の跡作緑肥について、生
育量の確保に向けた検討をおこなう。

●令和７年度部門別事業方針（要点）

監　事　伊藤　俊博（川東地区、常盤農事組合）
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　農畜産物の生産性の維持向上…生産性および品質の向上に向け、新品種の導入検討、良質粗飼料の安定
生産と乳質向上による所得確保、スマート農業の推進による作業効率の向上、肥料コスト低減に向けた適
正施肥の推進、各種病害虫発生予察に基づく防除情報を提供し、効率的な防除の推進をはかる。
・営農情報
　ＪＡ運営に対する組合員の意思反映と地域住民へのＪＡ事業の理解促進…懇談会などを通じて、広く組
合員意見を集約しＪＡ事業運営に反映する。また、芽室町農業やＪＡ事業の理解促進に向け、地域住民へ
広報誌を発行する。
　農政活動…農業諸対策にかかる要請活動を継続しておこなう。
　営農情報の効率利用…ＴＡＦシステム（十勝地域組合員総合支援システム）およびＪＡコネクトの利用
を促進する。 
　食育活動の推進と地産地消の啓蒙…地域住民に対する食育活動として、「緑のめぐみ館」の活用を推進す
る。
　豊かな農村環境の推進…有害鳥獣対策、健康づくり対策、高齢者福祉対策の継続実施と労災保険や農業
者年金の加入促進をすすめる。

農産部
・農産
　小麦…新品種の円滑な導入に向けた体制づくりと情報提供や共乾事業の円滑な取りすすめに向け、３地
区運行体制による効率的収穫と乾燥につとめる。また、優良種子の継続的斡旋に向けた乾燥体系の見直し
と運行の効率化に取り組む。
　豆類…販売環境の変化に対応した計画的集荷、販売につとめ、安定した生産、供給体制づくりに取り組む。
・青果
　馬鈴しょ…土壌病害まん延防止対策を継続し、シストセンチュウ抵抗性品種の導入拡大と消費者・実需
者ニーズに応じた安定供給に取り組む。
　青果物…環境の変化に対応した販売推進と需要の拡大する加工・業務用の販売拡大に取り組む。
・労働支援
　無料職業紹介事業は、人員確保が厳しい状況であるため、様々な労働力確保について検討をすすめる。

畜産部
　酪農…生産数量管理を継続し生乳生産目標数量の達成につとめる。また、高品質な粗飼料生産の確保に
つとめ、良質乳の生産と事故低減により生産者所得の確保をはかる。
　哺育育成預託施設・町営牧場管理…飼養管理技術の確立により、繁殖成績の向上と事故低減につとめ、
預託頭数の確保と経費の節減により、健全な運営の実現を目指す。
　肉牛…国産牛肉消費拡大事業の継続実施と消費地における販売促進に取り組む。

食品販売部
　食品販売…需給動向を見極め、販売先を精査しながら有利販売につとめる。また、原料生産や製造・物
流コスト上昇を反映した販売価格の設定や、製造コストの削減に向けた商品の集約による収支改善につと
める。
　食品製造…効率稼働、コスト削減、省人化をすすめるため製造工程の見直し、改善につとめる。また、
人員確保に向けた職場環境整備を継続実施する。
　めむろファーマーズマーケット愛菜屋…会員間の協力による計画的な作付けの推進、インターネット販
売品目の拡充などにより販売拡大をはかる。また、新たなイベントを企画するなど地産地消の拠点となる
事業展開につとめる。

経済部
・購買
　購買…早期予約や取りまとめ推進を実施し、資材コストの低減と安定供給に取り組む。また、各種奨励
策を引き続き実施し、ＪＡ利用によるメリット還元につとめる。　
　環境対策…農業用廃プラスチック、農薬空容器、廃タイヤなどの適正処理を啓発し、農村環境の保全を
目的に助成策を講じ定期的に回収をおこなう。
・燃料自動車
　石油類…営農用燃料の奨励策を引き続き実施する。また、オイル・タイヤなど営農資材の取りまとめを
実施し安価安定供給をおこなう。

※その他、詳細は臨時総代会資料に掲載されておりますのでご確認ください。
　今後も協力一致のもと、組合員や地域から信頼されるＪＡを目指して事業運営をすすめてまいりますの
で、ご理解とご協力をお願いいたします。
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Ｐ２　第97回臨時総代会
Ｐ４　�めむろまるごと給食　牛肉提供食育交流会

を開催しました
Ｐ５　芽室町北海コガネ生産組合
　　　　役員道外研修を実施しました
　　　　家族同伴研修会を開催しました
Ｐ６　ＪＡ　ＹＯＵＴＨ（青年部情報）
Ｐ８　�北海道エア・ウォーター・アグリ㈱芽室町

耕作者組合「冬季工場見学」を開催しました
Ｐ９　めむろファーマーズマーケット愛菜屋営業
　　　開始のご案内
　　　不要農機具など回収のご案内
　　　労働保険の年度更新は４月11日まで
Ｐ10　ＪＡ女性部（女性部情報）

Ｐ12　�令和７年産大豆および令和８年産小麦の出
荷契約について

　　　農作業安全研修会を開催しました
Ｐ13　ストップ！農作業事故
Ｐ14　芽室町農業協同組合　機構および職員配置図
Ｐ15　職員人事の動き
Ｐ16　退職者挨拶
Ｐ17　ジェイエイめむろフーズ㈱　社員人事の動き
　　　冬季仕事体験を開催しました！
Ｐ18　「いきいき！リハビリ教室」申し込み受付中
　　　こんにちは！経済部です
Ｐ21　年金無料相談会を開催しました
　　　ＪＡバンクからお知らせ
Ｐ24　芽室町からお知らせ
Ｐ25　連載　ＪＡの基礎
Ｐ26　理事会だより
Ｐ27　芽室町農協史
Ｐ28　緑のめぐみ館からお知らせ

今月の

　北海道産牛肉消費拡大強化対策実行委員会が主体となる地域の取り組
みとして、学校給食用の食材にブランド牛「未来めむろうし」を提供し
ました。町内の７つの小中学校で芽室産の食材をふんだんに使った“め
むろまるごと給食”として、芽室産の馬鈴しょ、人参などを使ったポテ
トサラダと未来めむろうしを使った牛肉の甘辛炒めをパンズパンに挟ん
で作る“めむろ未来バーガー”がふるまわれました。
　給食が提供された２月７日に芽室町役場（給食センター）のご協力の
もと、大野ファーム、オークリーフ牧場の牧場スタッフの皆さんと南小
学校を訪問し、一緒に給食を食べながら食育を学ぶ交流会が開催されま
した。
　会の最後には、児童が主体となって活動している SDGｓ委員会から、
生産者へ感謝のメッセージカードの贈呈式がおこなわれました。
　食育活動としてとても有意義な場となり、元気いっぱいの児童の皆さ
んに囲まれ、終始心温まる１日となりました。

めむろまるごと給食 牛肉提供食育交流会を開催しました

生産者から児童へビデオメッセージ

めむろ未来バーガー

メッセージカード贈呈式
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↑�ファミリーマートで販売されている�
「ホッカイコガネ」原料の商品。袋
のまま電子レンジで加熱して食べる
ことができる。

芽室町北海コガネ生産組合　役員道外研修を実施しました

芽室町北海コガネ生産組合　家族同伴研修会を開催しました

　２月２日から６日の５日間、芽室町北海コガネ生産組合役員５名、
㈱パイオニアフーズ（以下、㈱ＰＦ）３名、ＪＡ１名、計９名で「東
京・大阪・広島」の取引先６社を訪問し、日頃よりお取り扱いいただ
いている御礼、そして令和６年産の作況ならびに販売状況の情報交換
をおこないました。
　各社とも、冷凍食品の販売は依然として伸長しており、特に特別栽
培北海コガネを使用した商品は安心・安全はもちろんのこと、「おい
しい」という評価が高く、今後も販売を拡大していきたいとのことで
した。また、産地視察や商品開発といった取り組みを産地とおこなっ
ていきたいなどのお話を伺いました。
　組合として、引き続き安定した原料供給のため増産・増反につとめ
ていく必要を感じ、販売先からの声を聞くことでどのように消費され
ているか見聞きすることができ、非常に有意義な研修となりました。

　２月19日、生産者（家族同伴者含む）47名、㈱パイオニアフーズ（以下、㈱ＰＦ）２名、ＪＡ２名、総
勢51名の参加により「芽室町北海コガネ生産組合家族同伴研修会」を北海道ホテルにて開催しました。
　研修会では令和６年産の取扱実績および出荷原料の品質状況の報告、役員道外研修の報告をおこないま
した。また、生産組合から優秀出荷者受賞者への表彰および㈱ＰＦから特別賞の表彰を執りおこないまし
た。令和７年産においても、販売先から引き合いの強いホッカイコガネ原料の供給に応えていけるよう、
数量の確保、そして良品質原料の出荷に向けて組合として取り組んでいくことを改めて感じる場となりま
した。
　会食では㈱ＰＦの北海コガネ商品を使用したメニューの提供もあり、組合交流の場として盛況のうちに、
藤井 信二組合員の締めの挨拶により閉会しました。

㈱ファミリーマートにて

研修会

コープＣＳネットにて

表彰式
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　３月４日、第64回定期総会が盟友92名（本人出席：87名、委任状０
名、書面議決５名）のもと、ＪＡ大会議室にて開催されました。
　阿部巧部長の開会挨拶に続き、手島旭町長、廣江英幸代表理事組合
長、長山和枝女性部部長、児玉勝俊十勝地区農協青年部協議会副会長
よりそれぞれ祝辞をいただきました。
　議長に新生支部の早苗昂平くん、川東支部の沖元慶大くんが選出さ
れ、執行部より上程された第１号議案から第５号議案が原案通り承認
されました。また、任期満了に伴う役員改選では、川西支部の梶澤初
太くんを部長とする執行体制が決定されました。
　議事終了後には、令和６年度卒業生８名を代表して川西支部の高野
圭佑くんに記念品を贈呈し、謝辞が述べられ、梶澤副部長の閉会挨拶
で定期総会を終了しました。
　定期総会終了後は卒業生の慰労会が開催され、卒業生による余興や
青年部活動の労をねぎらう動画が上映されるなど、笑い声や懐かしむ
声が聞こえる中で閉会となりました。
　なお、令和７年度の青年部役員は下表の通りです。

ＪＡめむろ青年部　第64回定期総会
梶澤初太くん（川西支部）が新部長に就任！

選出された新年度役員

卒業生の皆さん（青年部活動おつかれさまでした）

新部長に選出された梶澤初太くん

令和７年度　ＪＡめむろ青年部役員名簿
役　職 支部名 氏　名

部　長（営農部会付） 川西 梶　澤　初　太

副部長（組織部会付） 川東 大　道　渉　平

副部長（営農部会付） 川東 久　保　春　樹

理事（営農部会長） 新生 高　田　英　寿

理事（営農部会） 川北 樋　詰　嘉　己

理事（組織部会長） 川北 舟　渡　翔　悟

理事（組織部会） 川西 坂　下　　　涼

理事（組織部会） 新生 滑　川　敏　輝

代表監査委員 川西 竹　内　　　章

監査委員 川東 松　久　千　春
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　このたび、第64回定期総会においてＪＡめむろ青
年部の部長を拝命いたしました梶澤初太（かじさわ　
しょうた）です。
　このような役職を担わせていただけることを大変
光栄に思うと同時に、歴史ある青年部の舵取り役と
して気が引き締まる思いです。また、日頃より青年
部事業にご理解とご協力をいただいている皆様に心
より感謝申し上げます。
　昨年を振り返りますと、干ばつ・高温などによる
影響を受ける場面が多いながらも耕種・畜種合わせ
た芽室町の農業粗生産額は382億円となりました。
しかしながら肥料・農薬といった生産資材費の高止
まりなど農業を取り巻く課題は依然として続いてお
り、今後も対応を考えていく必要があると感じてお
ります。
　さらに、昨年は農業の憲法ともいわれる「食料・
農業・農村基本法」が25年ぶりに改正されました。
改正内容には食料安全保障の強化やスマート農業の
推進などが盛り込まれており、昨今の世界情勢を背
景とした食料の安定供給や農業の競争力を向上させ
る動きが活発になると思われます。
　こうした農業を取り巻く情勢が目まぐるしく変わ

　昨年は春先干ばつ気味ではありましたが、作物の
生育は早く、小麦をはじめ多くの作物の収穫が前倒
しとなりました。極端な天候により、馬鈴しょやて
ん菜では影響がみられましたが、農業粗生産額が382
億円と過去最高の年となりました。
　本年度もいよいよ春耕期を間近に控え、盟友なら
びに組合員の皆様におかれましてはお忙しい日々を
お過ごしのことと存じます。昨年の総会において中
村前部長の後を引き継ぎ、役員一丸となり、盟友の
皆様に助けられながら、１年間を全力でこの大役に
就かせていただきました。
　青年部事業を進めるにあたり、多大なるご理解を
いただきました盟友の皆様はもちろん、ご支援をい
ただきましたＪＡめむろをはじめ、各関係機関の皆

る時代だからこそ、私たち青年部は芽室農業を担う
者として、ひいては日本の「食」を担う者として現
状取り組むべき課題を的確に捉えて行動していく必
要があります。
　青年部といたしましては、ポリシーブック（目指
す方向性や行動指針をまとめたもの）を軸とした支
部での活動や各種研修会を通した農業技術の向上、
また交流会や意見交換による情報の共有を目指して
きました。
　そして、めむろ大感謝祭やイベント出店といった
ＰＲ活動を通し、より多くの消費者と交流すること
により芽室農業を発信してきました。これからも時
代に即した的確な活動を目指し、一人一人が主体的
に取り組める組織にしていきたいと思います。
　青年部は仲間との絆を大切にし、互いに切磋琢磨
できる場でもあります。農業は決して一人でできる
ものではなく、地域との結びつきや各機関の協力が
不可欠です。だからこそ、青年部事業を通じて多く
の人とつながり、知識や経験を共有しながら共に未
来を創っていくことが重要だと考えます。
　最後に、青年部の事業は地域の皆様の支えや理解
があってこそ成り立ちます。今後も変わらぬご支援
を賜りますようお願い申し上げるとともに、私たち
青年部一人一人が責任を持ち、誇りをもって農業に
取り組んでいきたいと思います。
　芽室の農業をより良いものにしていくために、全
力でつとめてまいりますのでどうぞよろしくお願い
いたします。

様に心より感謝を申し上げます。
　１年を振り返りますと、青年部という組織を通じ、
数多くの貴重な体験をさせていただきました。たく
さんの仲間と出会い、多くのことを学び、いろいろ
な考えに触れ、多岐にわたる事業を進める中で、私
自身を大きく成長させていただきました。改めて、
青年部の意義を実感しているところであります。
　青年部事業につきましては、イベント出店やめむ
ろ大感謝祭の開催により、芽室町と芽室の農畜産物
の PR、それと同時に部員間の交流を深めてまいり
ました。また、営農していく上で見識を広げられる
ような事業をおこなってまいりました。
　令和７年度は梶澤初太新部長を中心に盟友一丸と
なり、現在のこの厳しい農業情勢を乗り越えるため、
積極的に事業を展開していくと同時に、さらなる飛
躍を目指していただきたいと思います。
　最後になりますが、この１年間、青年部部長とい
う貴重な経験を与えていただいた青年部盟友の皆様、
自分を支えていただき共に歩んだ青年部部員の皆様、
そして理解して送り出してくれた家族に心より感謝
を申し上げ、退任の挨拶とさせていただきます。

退任にあたり
ＪＡめむろ青年部
� 前部長　阿部　巧

就任にあたり
ＪＡめむろ青年部
� 部長　梶澤　初太
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　第75回十勝地区農協青年部協議会定期総会が３月
10日に農協連ビルにて開催され、令和６年度の事業
報告・収支決算について承認されました。
　令和７年度の事業計画では、盟友同士の結束と国
民との相互理解をより強固なものとし、一人一人の
熱意と努力が地域農業・社会の輝かしい未来へと繋
がっていく事業を展開していきたいという想いから
今年度の年間テーマを「新時代～未来へ走り出す一
歩～」とし、具体的な事業展開についても原案通り
決定されました。
　役員改選では、当青年部川東支部の児玉勝俊氏が
任期満了により副会長を退任されました。なお、令
和７年度の十勝地区農協青年部協議会役員は右表の
通りです。
　また、定期総会前には「青年部と農政の関わりに
ついて」と題し、ＪＡ北海道中央会 農政対策部 米
穀農産担当課長の沖崎慎氏による学習会が開催され
ました。

第75回十勝地区農協青年部協議会定期総会

■新役員
　会　長　稲屋　津宇（ＪＡ帯広大正青年部）	 新任
　副会長　背戸田達弥（ＪＡうらほろ青年部）	 新任
　副会長　多田　将平（ＪＡ十勝池田町青年部）	 新任
　副会長　増田　優造（ＪＡ上士幌青年部）	 新任
　理　事　七海　　光（ＪＡさらべつ青年部）	 再任
　理　事　田中　啓太（ＪＡ鹿追町青年部）	 新任
　理　事　吉田健士郎（ＪＡ幕別町青年部）	 新任
　監　事　菅野　晃寛（ＪＡ陸別町青年部）	 新任
　監　事　佐藤　泰裕（ＪＡうらほろ青年部）	 新任

　令和７年１月23日、北海道エア・ウォーター・アグリ㈱芽室耕作者組合員9名、事務局１名計10名で出
荷先である北海道エア・ウォーター・アグリ㈱十勝更別工場にて工場見学をおこないました。
　今回の見学では、出荷しているスイートコーンがコーンスープとして加工される工程を見学し、原料の
搬入から加工、箱詰め、そして消費者へ届けられるまでの流れを学びました。
　自分たちの生産物が消費者の元に届く意義を改めて実感することのできた有意義な研修となりました。
これからも品質向上につとめていきます。

北海道エア・ウォーター・アグリ㈱芽室耕作者組合
「冬季工場見学」を開催しました

加工食品の説明を受けるようす

任期満了により副会長を退任された児玉勝俊氏
（写真右から２人目）
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今年は４月26日オープン！
158日間の営業です
営業期間　４月26日（土）～11月30日（日）
　　　　　※あいす屋は11月23日（日）まで
定 休 日　毎週月・木曜日（祝祭日は一部営業）
営業時間　４月２6日～６月29日　９：００～１６：００
　　　　　７月１日～１0月31日　９：００～１７：００
　　　　　１１月１日～１１月３０日　９：００～１６：００

めむろファーマーズマーケット愛菜屋 営業開始のご案内めむろファーマーズマーケット愛菜屋 営業開始のご案内
【４・５月の営業カレンダー】

不要農機具など回収のご案内 ～快適な農村環境を目指し不要農機具回収～

　５月上旬、川北・川西地区を対象に不要農機具などの回
収をおこないます。農機具や鉄くずなどにつきましては買
い取りで回収するほか、水タンクやスレッシャー、FRP・
ゴム・プラスチック製品、木製品は実費負担で回収いたし
ます。詳しい内容につきましては、同封の取りまとめ用紙
をご確認ください。
　４月25日（金）まで取りまとめをおこないますので、
川北・川西地区の方はぜひこの機会にご利用ください。
　なお、不要農機具などの回収は地区を分けて年２回実施
し、川東地区は９月上旬を予定しています。

労働保険の年度更新は４月11日まで

◇お問い合わせ先◇　営農部　営農情報課　TEL：６２－２３１３

　現在、令和７年４月１日から令和８年３月31日までの年度更新、および新規加入の手続きをおこな
っています。
　労働保険は毎年、更新手続きが必要となりますので、組勘登録印（貯金の方は通帳登録印）をご持
参の上、営農情報課までお越しください。
　手続き期間は４月11日（金）までとなっておりますので、期日を厳守くださいますようお願いいた
します。
　労災保険未加入の方は、農作業中の万が一の怪我のために加入をおすすめいたします。
　なお、経営主またはご家族が２種に新規加入される場合は、加入される方全員の身分証明書の写し
（両面）が必要となります。（運転免許証・マイナンバーカードなど顔写真付き身分証明書１点、顔
写真なし身分証明書の場合は２点必要です）
　また、何らかの理由で労働保険を解約される方も手続きが必要です。
　補償内容やお手続きに必要な書類など、詳細は営農情報課までお問い合わせください。

川北・川西地区
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ＪＡめむろ女性部　第72回通常総会
高橋　さおり氏（上伏古支部）が令和７年度女性部長に就任
　３月６日、第72回通常総会が部員154名出席のもと、
ＪＡ大会議室にて開催されました。
　長山部長の挨拶に続き、佐野寿行芽室町副町長、
廣江英幸代表理事組合長、川原成人十勝農業改良普
及センター次長、梶澤初太青年部長から祝辞をいた
だきました。
　議長に中捨由香氏（坂の上支部）、野原ミナ氏（川
北支部）を指名し、第１号議案から第６号議案まで
すべて承認されました。
　また、任期満了に伴う役員改選では、上伏古支部
の高橋さおり氏を部長とする執行体制が決定されま
した。最後は新役員が登壇し、高橋さおり新部長か
ら抱負が語られ、会場から温かな拍手が送られまし
た。
　令和７年度の役員体制は表の通りです。

令和７年度 女性部新役員名簿（敬称略）
役　職 担　　当 氏　　名 支部名
部　長 総　　括 高　橋　さおり 上伏古
副部長 副総括および代行 児　玉　真由美 中伏古
副部長 副総括および代行 志　村　由　紀 渋　山
理　事 組織総務 西　淵　聡　子 坂の上・栄
理　事 生活文化 佐々木　順　子 川　北
理　事 学習活動 小丹枝　真由美 北伏古
理　事 交流活動 竹　内　亜希子 中央西
監　事 監査 河　瀬　明　美 坂の上・栄
監　事 監査 (前年度役員 ) 山　川　佳　織 川　北
理　事 フレッシュミズ代表リーダー 後　藤　明　子 上伏古
理　事 フレッシュミズ副代表リーダー 鳥　本　恵　理 中央西
理　事 フレッシュミズ副代表リーダー 竹　内　有　紀 中伏古
理　事 もみじ会代表世話人 岩　波　洋　子 中央高岩・上芽室
理　事 もみじ会副代表世話人 竹　内　仁　美 渋　山
理　事 もみじ会副代表世話人 石　原　真由美 北伏古

前役員の皆さんお疲れ様でした 新役員の皆さん

　女性部総会終了後、女性部講演会がおこなわれま
した。
　講師に花王生活者コミュニケーションセンター　
交流戦略室の持齋（じさい）氏と市川氏を迎え、「農
作業時の日焼け防止とシミ対策について」と題し、
講演いただきました。紫外線とは何か、シミ・そば
かす・シワの発生メカニズム、日焼けやシミ対策の
ためのケアなどをわかりやくすく教えていただきま
した。
　持齋氏の軽快なトークに会場では笑いがあふれ、
質疑応答の時間では、沢山の部員から質問があがり、
農業者ならではの質問など、一つ一つ丁寧に回答い
ただきとても有意義な講演となりました。

女性部講演会

日焼け止めと保湿が重要！！
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　春の訪れとともに、新たな年度が始まりました。
皆様におかれましては、日々の農作業や地域活動
などでお忙しい日々をお過ごしのことと思います。
　このたび、第72回通常総会におきまして、長山
前部長の後任として女性部部長という大役を仰せ
つかりました。歴代の部長の皆様が築かれた事業
の歴史と伝統を大切にしながら、共に選ばれた役
員と力を合わせ、女性部のさらなる発展に向けて
尽力してまいります。まだまだ未熱ではございま
すが、どうぞよろしくお願いいたします。
　現在、農業を取り巻く環境は大きく変化してい
ます。気候変動による異常気象や農業資材の高騰、

　柔らかな春の日差しに包まれて、新緑がまぶし
い季節となりました。
　女性部部員の皆様ならびに組合員の皆様におか
れましては、お忙しい毎日をお過ごしのことと思
います。昨年の総会にて、小林真奈美前部長の後
任として微力ながらも役員一丸となり大役をつと
めてまいりました。
　女性部事業をすすめるにあたり、部員の皆様の
ご理解ご協力はもちろんのこと、ＪＡめむろをは
じめ各関係機関の皆様からご支援をいただき心よ
り感謝申し上げます。
　この一年を振り返りますと、引き続きコロナ感
染に注意しながら日常を過ごしてきたことと思い
ます。農業情勢は全てにおいて価格の高騰に歯止
めがかからず、不安を抱えながらの農業経営とな

さらには社会全体のライフスタイルの変化により、
私たちの営農や生活も影響を受けています。この
ような時代だからこそ、女性部の事業を通じて互
いに情報を共有し支え合いながら、より良い未来
を築いていくことが重要だと感じています。
　また、女性部の事業は、農業の発展だけでなく
地域社会の活性化にもつながるものです。食の安
全・安心を守る取り組みや、地域との連携を深め
る活動など私たちにできることは多くあります。
女性ならではの視点を活かしながら、組合員の皆
様とともに歩みをすすめていきたいと思います。
　部員の皆様には、女性部事業へのご参加ご協力
をお願いいたしますとともに、組合員の皆様、各
関係機関の皆様には女性部事業へのさらなるご理
解とご指導をお願いいたしまして、就任の挨拶と
させていただきます。

っています。
　女性部事業では、平成30年以来の道外夏期視察
研修を静岡県にて実施いたしました。多くの部員
にご参加いただき、視察先や移動中もお互いの距
離の近さをあまり気にせずに交流をはかれたこと
と思います。
　女性部では、組織を通じ部長としての責任の重
さを痛感しながらも、多くの方々との出会いを経
験できたことは大きな財産となりました。
　令和７年度は、高橋さおり新部長を中心に役員
がひとつとなり、女性部事業で仲間の輪を広げな
がら、十勝めむろのＰＲ活動や農業の魅力を発信
していただきたいと思います。
　結びになりますが、この一年間の事業へのご理
解ご協力をいただいた部員の皆様、私を支えてく
ださった役員の皆様、応援してくれた家族に心か
ら感謝申し上げ、退任の挨拶といたします。

就任にあたり

退任にあたり

ＪＡめむろ　女性部
� 部長　高橋　さおり

ＪＡめむろ　女性部
� 前部長　長山　和枝
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ＪＡ十勝地区女性協議会フレッシュミズ部会

農作業安全研修会を開催しました

　２月21日、３月におこなわれる第72回ＪＡ十勝地区女性協議会通常総会に先駆け、農協連ビルでフレッ
シュミズ部会代表者会議が開かれました。
　会議には、令和６年度代表の広瀬美穂リーダーと令和７年度代表の後藤明子リーダーが出席。事業計画
など議案全件が原案通り承認され、役員改選においては会長にＪＡさらべつの若園沙耶花さんが就任され
ました。
　会議終了後には、単組混合の班に分かれての意見交換会を実施しました。「令和６年度のフレミズ活動
の振り返りと令和７年度の地区活動について」をテーマに他の単組と情報交換をすることができました。

　２月26日、ＪＡ研修室で農作業安全研修会を開催し、14名が参加しました。
　講師として、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構の積 栄（せき えい）氏を招き、「近
年の農作業事故事例から見た“経営と生活を守る”安全対策の考え方」をテーマにご講演いただきました。
　日本では農作業事故により年間200名以上が亡くなっており、機械作業による死亡事故が約６割を占め
ています。安全対策は「インフラ」であり、経営と生活を続けるための「営農技術」。農作業に潜む危険
を知り、環境や作業工程の見直しなどの改善を１つでも実践して欲しいとお話がありました。

　大豆出荷契約および小麦播種前契約の締結は、５月下旬を予定しております。
　作付けされる方は後日送付する契約書にて手続きいただきますようお願いいたします。
　また、新規で出荷を検討されている方も同様に手続きが必要ですので、事前に農産部農産課へお問い合
わせください。（ＴＥＬ６２－２４５４）
※経営所得安定対策交付金を受ける要件に、出荷契約の締結が必要となっています。
　小麦の販売情勢では、春まき小麦は需給バランスが大きく崩れており、入札単価や相対取引単価の大幅
な低下が見込まれる状況にありますので、需給状況を考慮した作付けをお願いいたします。
　なお、契約面積に対して実際の播種面積が超過および不足した場合、ペナルティや違約金の対象となる
ことがありますので留意願います（例：令和３年産小麦における“ゆめちから”および“はるきらり”の
契約面積超過分に対する現物取引麦対応など）

令和７年産大豆および令和８年産小麦の出荷契約について
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ストップ！ 農作業事故

【４月の作業ではこのような怪我が報告されています】

◇労災に関するお問い合わせ先◇　　営農部営農情報課　TEL ６２－２３１３

４月になり本格的な春作業が始まります。
４月から５月は農作業事故が多発する時期ですので、一人ひとりが十分注意し、

安全な農作業につとめましょう！！

�給餌機を使用し給餌中、Ｖベルトが外れエサが出てこなくなり直そうとした際に右手が挟まり、
人差し指の先を切断した。
�牛舎内を移動中、柵を跨いだ際に敷料に足をとられて転倒し、右膝を打撲した。
�牛追い中、牛が急に下がってきて牛と壁の間に挟まれ肋骨を骨折した。
�搾乳中、牛を移動させようとした際に牛が暴れ、牛と近くにあったパイプに右手首を挟まれ
骨折した。
�牛舎を補修するため梯子に登り作業していた際、誤って転落し左足を骨折した。

家畜の管理作業では

�長芋の種切り作業中、長芋の入ったミニコンを抱えたまま転倒し、地面に右膝を強打し打撲
した。
�トラクターの塗装作業中、マスキングをしている時にカッターナイフが左手中指に当たり、
６～８cm程度の切創を負い13針縫合した。
�玉ねぎの葉を切る機械を使用している際、機械のエンジンに右腕が触れ火傷を負った。
�種馬鈴しょを切っていた際、誤って左手人差し指を切った。
�防風林の枝払い作業中、梯子から転落し右踵を強打し骨折した。

その他の作業では

植え付け・春収穫では
�馬鈴しょの播種作業中、ポテトプランターの鎮圧ローラーの上下スプリングに右手小指を挟
め負傷し、４針縫合した。
�馬鈴しょの播種のためポテトプランターの上で作業中、足を滑らせ落下し左足首を骨折した。
�ビート移植のためトラックに苗を積み、降りようとした際に足を滑らせ背中から地面に落下
し背骨を骨折した。
�長芋の収穫作業中、コンテナの上にミニコンを置こうとした際、左手中指を挟め骨折した。
�ごぼうを収穫中、ハーベスターのコンベアに右手親指を挟まれ爪が剥がれた。
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芽室町農業協同組合　機構および職員配置図 令和７年４月１日付

職員数 男性 女性 計
総合職員 83名 15名 98名
業務職員 17名 41名 58名
嘱託職員 12名 12名
臨時職員 6名 12名 18名

計 118名 68名 186名

総

会

・

総

代

会

理

事

会

監
　
事
　
会

参事役
須藤　昌彦

食品販売部長（兼）

営農部長（兼）
村瀬　雅道

次　　長
長濱　　修

農業振興センター長（兼）

農産部長
西谷　洋人

信用部長
野澤　　亮

審査部長
村瀬　雅道

経済部長
白幡　朋嗣

畜産部長
岩渕　智行

内部監査室長
児玉　浩史

管理部長（兼）
桜井　　哲

主査高橋克佳 主任藤倉祥央 主任村本　玲
主任久保智美 主事佐藤　亮 主事木下剛志
業務 野原由理子 業務 鈴木真基子 業務上田聡美
業務高橋芽里 業務片平美紅 臨時小森　豊
嘱託 鳥本隆智（農連出向） 臨時 山谷ほなみ（農連出向）

管理経理課長 大坂　正季
考 査 役 福田　寛人

課長補佐  丸　義太郎

主幹下浦　知 主査 吉本いづみ 主事松尾圭悟
主事金澤　陸 主事田守光瑠 業務 後藤恵理子
業務児島玲緒 業務石井美有 臨時真井美祈

共 済 課 長 服部　昭久

内部監査室考査役 永原　繁樹

係長鶴島和磨 主査長谷元子 主査根本裕樹
主査金子　瞳 主査佐藤晃大 主任上林　凌
業務瀨沼香胡 業務管野　遥

組合員相談課長 山本　秀美

主査坂田悠輔 主査久保伸也 主任小泉洋斗
主任高山菜花 主事鈴木翔琉 主事玉邑太朗
業務 帰山ななえ

農業振興課長 市川　洋一

融資審査課長 西尾　昌泰
　課長補佐（兼） 市川　洋一

主査矢野麻里 主任北　陵平 主事堀井彩可
主事清水優那 業務中村麻衣 臨時鴫原恵美
臨時中田明美

営農情報課長 飛田　有希

係長土屋一彦 係長小林健利 主幹西原禎之
主幹男澤永雅 主任五十嵐涼 主事石井健人
業務竹田達也 業務横山有沙 業務原口佳奈

農 産 課 長 柴田　秀己

主査田野智也 主査森下勝斗 主事佐藤駿成労働支援対策課長 久下　貴嗣

係長林　泰佑 主幹 石原由美子 主査加藤雅幸
主査西沢和剛 主任永田龍成 主事森田大士
業務河合智人 業務片倉　誠 業務角田里奈
臨時佐藤結乃

畜 産 課 長 光川　敬士
考 査 役 岡田　智成

係長木村勝博 主査金森孝泰 主査酒向幾恵
主査瀧下雅恵 主査三浦隆寛 主事 五十嵐大樹
主事中野陸人 主事瀬口拓未 業務須藤千晶
業務川角雅博 業務會田美和 業務松山淳一
業務堀井陽介 業務 杉山真由子 業務藤村菜穂
業務小泉麻未 業務日向彩可 業務齊藤杏奈
嘱託森川勝明 嘱託佐藤　清 臨時山上昭司
臨時 佐伯美保子 臨時川合春子 臨時阿曽　歩

購 買 課 長 小笠原裕作
　課長補佐 飯田　真直

主幹阿部　忍 係長安彦　由 業務川村悠司
業務今野丞美 業務 小井戸大地 業務飯島健太
業務三浦伸彦 業務里村雄平 業務鈴木真人
業務田中　亮 業務細羽香瑠 業務山崎翔輝
業務菅原杏樹 業務筧爪　蓮 臨時竹内健斗
臨時髙瀨謙宏 臨時成瀬誉也

燃料自動車課長 水内　寿勝

主幹目黒健太 主任沼田恵輔 業務山川亮太
臨時谷口巌男 臨時 福島亜諭美 臨時山中美樹
係長今田義貴

食品販売課長 戸水　一範
課長補佐兼店長 小室　喜弘
めむろフーズ出向 業務課長 佐々木洋介

係長浅川　誠 係長 大和屋昭彦 主幹前田　一
主幹休場祐介 主幹笛木祐之 主査矢野恭平
主査熊坂温子 主査北　昭平 主任茂古沼健
主任角田将昇 主任江口海斗 主事前川朋也
主事石野綾惇 主事清水雅仁 業務早瀬千波
業務関ひかり 嘱託浅野信一 臨時佐竹智美

青 果 課 長 三戸部良太
　 考 査 役 神谷　和明
　課長補佐 大森　美幸
　課長補佐 阿曽　秀樹

係長須藤浩昌 主査福見　瞳 主査佐藤孝広
主査青山幸司 主事平田涼介 業務 佐々木惠理佳
業務 大田小百合 業務玉手　恵 業務坂上れみ
業務竹田理愛 業務今田侑加 業務 森本ふゆみ
業務小西優花 業務 茂古沼有華 業務山田桃湖
業務前田彩花 業務流田愛加 業務松久怜奈
業務小田桐鈴 臨時奥　優美

貯 金 課 長 門丹生光義
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【異動】令和７年４月１日付
発　令　内　容 職　員　名 発　令　前　部　署

１ 総合職員 経済部長 白 幡 朋 嗣 経済部購買課長
２ 総合職員 農産部労働支援対策課長 久 下 貴 嗣 農産部労働支援対策課考査役
３ 総合職員 経済部購買課長 小笠原　裕　作 経済部購買課長補佐
４ 嘱託職員 内部監査室考査役（再雇用） 永 原 繁 樹 農産部労働支援対策課長
５ 総合職員 管理部管理経理課長補佐 丸　　　義太郎 管理部
６ 総合職員 経済部購買課長補佐 飯 田 真 直 営農部農業振興課係長
７ 総合職員 農産部青果課係長 大和屋　昭　彦 管理部管理経理課係長
８ 総合職員 管理部 木 下 剛 志 信用部
９ 総合職員 信用部 上 林 　 凌 経済部
10 総合職員 営農部 清 水 優 那 信用部
11 総合職員 農産部 石 野 綾 惇 経済部
12 総合職員 食品販売部 沼 田 恵 輔 農産部
13 業務職員 信用部（復職） 佐々木　惠理佳 信用部
14 業務職員 信用部 大　田　小百合 農産部
15 業務職員 信用部 管 野 　 遥 経済部
16 嘱託職員 農産部（再雇用） 浅 野 信 一 農産部
17 業務職員 農産部 関　　　ひかり 信用部
18 業務職員 農産部 原 口 佳 奈 営農部
19 業務職員 食品販売部 山 川 亮 太 経済部

【新採用】令和７年４月１日付
発　令　内　容 職　員　名 採　用　内　容

１ 総合職員 管理部 村 本 　 玲 中途採用
２ 総合職員 管理部 金 澤 　 陸 中途採用
３ 総合職員 営農部 久 保 伸 也 中途採用
４ 総合職員 営農部 玉 邑 太 朗 新採用
５ 総合職員 農産部 北 　 昭 平 中途採用
６ 業務職員 経済部 飯 島 健 太 中途採用
７ 業務職員 経済部 日 向 彩 可 中途採用
８ 業務職員 経済部 筧 爪 　 蓮 新採用

職員人事の動き

15



定年退職者【令和７年３月31日付】
　このたび、３月末をもち
まして定年退職いたしまし
た。昭和60年に入所以来40
年間、組合員をはじめ役職
員の皆さまには、温かいご
指導とお力添えをいただき、
大過なく勤め上げることが
出ました。心より感謝申し
上げます。今後の皆さまの
ご健勝と芽室農協の益々の
発展を祈念して、退職の挨
拶とさせていただきます。
長い間、ありがとうござい
ました。

　このたび、３月末をもち
まして定年退職いたしまし
た。平成20年の入所以来17
年間、組合員の皆様をはじ
め役職員の方々に大変お世
話になりましたこと、心よ
り感謝申し上げます。４月
より再雇用でお世話になり
ますので、変わらずご指導
いただきますようよろしく
お願い申し上げます。

　このたび３月末に定年退
職を迎えました。昭和59年
に入所以来、41年間の長き
にわたり勤めさせていただ
きましたことは、これもひ
とえに組合員の皆様や役職
員をはじめ、お世話になっ
た皆様のおかげだと、心よ
り感謝申し上げます。引き
続き４月から再雇用でお世
話になりますので、これま
で同様、何卒よろしくお願
い申し上げます。

経済部
部長
中島　辰美

農産部
青果課
浅野　信一

農産部
労働支援対策課　
課長
永原　繁樹

高野　　繁（内部監査室　審議役）
建部　智洋（畜産部　畜産課　係長）
押切　もも（管理部　共済課）
安田　紫乃（食品販売部　食品販売課）
田村　友理（農産部　農産課）

【退職】令和７年３月31日付

　在籍中は、大変お世話になりました。芽室
町農協の今後の発展をお祈りして、退職の挨
拶に代えさせていただきます。
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【異動・新採用】令和７年４月１日付

発　令　内　容 社　員　名 発令前部署・採用内容

総合社員 工場長 大 森 健 司 製造課係長

業務社員 製造課 内 海 早 苗 中途採用

業務社員 業務課 村 瀬 裕 美 中途採用

業務社員 製造課 土江田　大　雅 新採用

業務社員 製造課 井 上 和 耶 新採用

ジェイエイめむろフーズ㈱　社員人事の動き

機構および社員配置図

代
表
取
締
役
廣
江
英
幸

常
務
取
締
役
須
藤
昌
彦

工

場

長
大
森
健
司

品質管理課長 山田　元弥 　　

製 造 課 長 高 橋 武 志
　 審 議 役
　（工務担当） 小 林 光 敏

　　　　　 蔵前暁良　　　　　 太田裕也
　　　　　 小林知貴　　　業務 内海早苗
　　　業務 髙田紘輝　　　業務 阿部博光
　　　業務 瀬川敬弘　　　業務 樋口侑也
　　　業務 後藤有輝　　　業務 川畑祐翔
　　　業務 土江田大雅　　　業務 井上和耶

職員数 男性 女性 計
総合社員 9名 0名 9名
業務社員 8名 3名 11名
臨時社員 16名 50名 66名

計 33名 53名 86名

業 務 課 長 佐々木洋介
　 係 長 今 田 義 貴

　　　業務 村瀬裕美　　　業務 八田朋子

冬季仕事体験を開催しました！
　１月に引き続き、令和８年３月卒業の学生を対象とした冬季仕事体験を、２月10日、14日に開催しまし
た。仕事体験では計８名の学生が参加し、事業説明をはじめ、施設見学などをおこないました。また、今
回は初の試みとしてＪＡめむろ青年部部員との食事会を実施いたしました。食事会では、農家組合員の１
日のスケジュールや就農したきっかけ、仕事のやりがいなどについてお話しいただき、和気あいあいとし
た雰囲気で実施することができました。
　今後の採用活動においても、参加した学生が志望先の一つとして「ＪＡめむろ」を検討していただくた
め、イベントなどを通して学生へのアプローチを継続的におこないます。
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ＪＡめむろ資材センター　春の園芸大売り出し
開催日　令和７年４月１8日（金）～19日（土）まで
　　　　　　　　４月18日　午前９時0０分～午後４時００分
　　　　　　　　４月１９日　午前９時0０分～午前１２時００分

　日頃、購買店舗事業をご利用いただき誠にありがとうございます。
　本年も資材センター前において春の園芸大売り出しを開催いたします。
　野菜種子、園芸資材、肥料、農薬、家電製品、管理機、工具類、作業着、長靴類を特別価格にて販売い
たしますので、多数のご来場をお待ちしております。

経済
部で
す

毎日いきいき元気に！
　高齢者の方々に健康的な毎日を過ごしていただくため、「いきいきリハビリ教室」では、体力低下やも
の忘れの予防、体力の改善や意欲の向上を目的として実施しています。
　新規のご利用は、全戸発送にご案内（申し込み書）を同封していますので、ぜひ、この機会にお申し込
みください。

○ご利用いただける方
　65歳以上の方
　※�介護保険制度で要支援１～２と判定されている方は、� �

芽室町役場高齢者支援課介護予防係（TEL：６２－９７２４）にご相談ください。� �
介護保険制度で要介護１～５と認定されている方はご利用いただけません。

○実施日および実施内容

　※申し込みされた方には、後日、町担当職員の方からご連絡いたします。
【お問い合わせ】営農部　営農情報課　ＴＥＬ６２－２３１３

いきいきリハビリ教室

実 施 日 【１日コース】（年40回）
月曜日

【２時間コース】（年40回、いずれかの週１回）
※体力に合わせたクラス分けをしています。

木曜日 火・水・金曜日
実施時間 ９時30分～15時30分 10時～12時 13時30分～15時30分
内容など 運動プログラム、脳トレーニング、レクリエーションなど
送　　迎 あり（自宅→会場→自宅）
利 用 料 月額2,400円＋（食事代）600円／回 月額1,200円

◇ご注意ください◇
　・曜日により、定員に達している場合は待機とさせていただくことがあります。
　・現在利用されている方や申し込み済みの方は提出の必要はありません。

「いきいきリハビリ教室」申し込み受付中
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経済部
です

　資材センター（肥料含む）では、春農作業繁忙期となる下記の土曜・日曜・祝日について、８時40分か
ら12時00まで営業いたしますので、ご利用をお願いいたします。
　日曜日は肥料のみの営業となります。資材・農薬の販売はできませんのでご了承願います。

４/19（土）・４/20（日）・４/26（土）・４/27（日）・４/29（火）
５/３（土）・５/４（日）・５/５（月）・５/６（火）・５/10（土）・５/11（日）・５/17（土）

春作業の繁忙期対応にともなう、営業時間のご案内

　第１回農業用廃プラスチック資材の回収について、下記日時で実施いたしますのでご利用ください。

（１）回収日時　４月17日（木）８：40～16：00まで
　　　　　　　　（12：00～13：00は昼休みとなります。） 
　　　　　　　　※開始時間前の荷降ろしは対応できませんので、ご理解のほどお願いいたします。
　　　　　　　　地区割　午前：川東地区　　午後：川北地区、川西地区

（２）回収場所　農産部小麦受入施設（計量後受入）

（３）処理費用　個人負担は24円／kg（税別）を徴収いたします。

【令和７年度廃プラスチック回収について】
　例年、違反ゴミの混入が散見されており、排出条件の厳格化が検討されている旨をお
伝えしておりました。
　４月の回収において違反ゴミの混入が見受けられた場合、６月以降の回収からフレコ
ンパックへのコード番号の記載などを義務化しますので、ご理解ください。処理単価の
値上げ、業者による回収の拒否に繋がらないよう、ご利用になる皆様のご協力をお願い
申しあげます。

【ＪＡからのお願い】
　農業用廃プラスチック資材回収につきまして、分別の徹底をお願いいたします。お菓
子の袋やお酒の空き缶など、回収対象外のものは絶対に入れないでください。また、分
別の基準などの詳細は回収日近くにＦＡＸを送信しますのでご確認ください。
　農薬空容器・廃プラスチック運搬時には、産廃運搬車の表示を荷台の左右に必ず貼っ
てください。
　回収のたびにフレコンパックが道路に落下している報告を受けています。交通事故、
交通妨害の原因にもなりますので、運搬時は必ず落下防止対策をしてください。

農業用使用済み資材の回収について
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経済
部で
す

日 曜日 行　　　　　　　　　　　事

４月３日 木

４月４日 金

４月５日 土 閉所

４月６日 日 休日

４月７日 月

４月８日 火

４月９日 水

４月10日 木

４月11日 金

４月12日 土 閉所

４月13日 日 休日

４月14日 月

４月15日 火

４月16日 水

４月17日 木 農業用廃プラスチック資材回収

４月18日 金 春の大売出し（９：00～16：00）

４月19日 土
休日営業（８：40～12：00）
春の大売り出し（９：00～12：00）

４月20日 日 休日営業（８：40～12：00）肥料のみ

４月21日 月

４月22日 火

４月23日 水

４月24日 木

４月25日 金

４月26日 土 休日営業（８：40～12：00）

４月27日 日 休日営業（８：40～12：00）肥料のみ

４月28日 月

４月29日 火 休日営業（８：40～12：00）

４月30日 水

５月１日 木

５月２日 金

５月３日 土 休日営業（８：40～12：00）

５月４日 日 休日営業（８：40～12：00）肥料のみ

５月５日 月 休日営業（８：40～12：00）

５月６日 火 休日営業（８：40～12：00）

５月７日 水

５月８日 木

４・５月 購買事業カレンダー飼 料 価 格 情 勢
①飼料価格改定について
　令和７年４～６月期の配合飼料価格は、令和
７年１～３月期価格に対し全畜種平均　約　
450円／ｔ値下げで決定いたしました。
　前期に比べ、主原料であるとうもろこしのシ
カゴ定期が上昇しているものの、外国為替が円
高となっていることや海上運賃が下落している
ことから値下げ改定となりました。
②畜種別改定額（t当たり平均）� （円／t）

種　　　別 改　定　幅
乳 牛 用 550円 値下げ
乳 牛 育 成 用 500円 〃
牛 人 工 乳 800円 〃
肉牛用 ( ホル肉牛育成用） 400円 〃
肉牛用 ( ホル肉牛肥育用） 200円 〃
肉牛用 (和牛・Ｆ１育成用） 550円 〃
肉牛用 (和牛・Ｆ１肥育用） 200円 〃
肉牛用 ( 和牛繁殖用） 450円 〃
牛代用乳１袋（20ｋｇ） 約852円 値上げ
※�価格改定額については、くみあい配合飼料の価格改定額
とします。

③安定基金の補てんについて
　令和７年４～６月期の補てん単価は令和７年
７月末の安定基金理事会で決定されます。
④飼料価格変動額について� （円／t）

期　　　　 間 価格改定額 基金補てん額 備考

令和６年
４月～６月期 ▲ 4,600 発動なし

令和６年
７月～９月期 2,250 発動なし

令和６年
10月～12月期 ▲ 4,900 発動なし

令和７年
１月～３月期 2,650 未定

補てん金単価
決定令和７年
４月末予定

令和７年
４月～６月期 ▲ 450 未定

補てん金単価
決定令和７年
７月末予定

※価格改定額は全畜種全道平均額

⑤�系統飼料結集特別対策について
　令和７年１－３月期の JAグループ独自特別
対策の支払いは以下のように予定しています。
対策単価：ｔ当たり　1,000円　
支出時期：令和７年１-３月期　令和７年４月末日
⑥配合飼料緊急支援事業補助金交付（道）について
　令和６年度第３四半期、第４四半期分の補助
金を交付予定しています。
　交付予定日：令和７年４月下旬～５月上旬
　補給金支給額：令和６年度第３〜４四半期配
合飼料価格安定制度の生産者積立金（800円/ｔ）
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　２月19日、ＪＡ会議室にて年金無料相談会を
開催しました。
　今回は札幌市で「年金教室」を主宰し、執筆
や講師活動を展開している社会保険労務士の熊
谷たか子氏をお招きいたしました。
　相談者の皆さまからは、「何歳から年金を受
け取った方がいいのか」という質問が多く、お
一人おひとりのライフスタイルに合わせて、丁
寧にわかりやすく説明していただきました。
　今後も定期的（５月、８月、11月、２月）に
年金相談会の開催を予定しておりますので、皆
様のご参加をお待ちしております。

　　　年金無料相談会を開催しました

ＡＴＭ稼動時間のご案内

ゴールデンウィークのＡＴＭ稼働日程のご案内
５月２日 ５月３日 ５月４日 ５月５日 ５月６日 ５月７日
（金） （土） （日） （月） （火） （水）

本　　　所

通常稼動

休　止

通常稼動金融中央店
日曜日・祝日稼働

Ａ コ ー プ

コンビニＡＴＭ
（セブン銀行など） 通常稼動

平日 土曜日 日曜日・祝日

本　　　所 ８：45～19：00 ９：00～17：00 休　止

金融中央店 ８：45～20：00
９：00～17：00

Ａ コ ー プ ９：00～19：00

セブン銀行など
コンビニＡＴＭ※ ８：00～22：00 ８：00～21：00

※�セブン銀行など提携ＡＴＭにつきましては、ご利用時間帯に応じて別途手数料が発生いたします。
　詳しい内容につきましては、ＪＡめむろＨＰなどでご確認ください。

ＪＡバンクからお知らせ

21



JAめむろ　各種手数料一覧表
【振込手数料】 （消費税込）

取扱区分 ５万円未満 ５万円以上

窓　口

当　店 正組合員・准組合員 無　料
正組・准組合員以外 無　料 220円

系　統 （テレ扱い） 220円 440円（文書扱い）

他　行 （テレ扱い） 550円 770円
（文書扱い） 440円 660円

ＡＴＭ・
視覚障がい者など

（窓口）

当　店 キャッシュカード振込※１ 無　料
現金振込※２ 無　料 220円

系　統 ＪＡ・ＪＦマリンバンク 110円 220円
他　行 銀行・信金・信組など 330円 495円

ＪＡネットバンク
当　店 無　料
系　統 ＪＡ・ＪＦマリンバンク 110円 220円
他　行 銀行・信金・信組など 330円 440円

定時自動送金
当　店 無　料
系　統 ＪＡ・ＪＦマリンバンク 220円 440円
他　行 銀行・信金・信組など 550円 770円

※１ ＡＴＭでのキャッシュカード振込は、カード出金限度額以内となります。（振込手数料は含みません。）
※２ ＡＴＭでの現金振込は、10万円が限度額となります。

【両替手数料】� （お取扱い１件あたり／消費税込）
両替枚数 手数料

1枚～20枚 無　料
21枚～100枚 110円

101枚～1,000枚 330円
1,001枚～2,000枚 550円

2,001枚以降 1,000枚毎に220円加算
※ご持参金額とご希望金額のいずれか多い方が両替枚数となります。 
※同時に複数回に分けて両替する場合、合計枚数が両替枚数となります。 
※新券へ両替する場合、各金種100枚までが上限枚数となります。

【代金取立手数料】 （消費税込）
項　目 手数料

電子交換所取立 880円
個別取立 1,210円

【組戻し手数料】 （消費税込）
項　目 手数料

為替振込 880円
取立手形 1,100円

【その他】 （消費税込）
項　目 手数料

債権口座管理手数料 無　料
未利用口座管理手数料 1,320円

取引履歴明細発行手数料 550円
当座小切手帳（50枚綴）交付 2,200円／冊

自己宛・信連小切手発行 1,100円／枚

【組勘運営維持負担金】　　� （消費税込）
項　目 手数料

組勘口座数割負担 44,000円
窓口取引行数負担 11円／行

【大量硬貨入金手数料】� （お取扱い１件あたり／消費税込）
硬貨入金枚数 手数料
1枚～300枚 無　料

301枚～1,000枚 330円
1,001枚～2,000枚 550円

2,001枚以降 1,000枚毎に220円加算
※募金・寄付金・義援金の入金については、手数料無料となります。
※同時に複数回に分けて入金する場合、合計枚数が入金枚数となります。

【融資関連各種証明書発行手数料】� （消費税込）
項　目 手数料

住宅ローン年末残高等証明書※１ 550円
融資証明書 1,100円／通

※１ 再発行にかかる手数料となります。

【各種再発行手数料】 （消費税込）
項　目 手数料

通帳・証書※１

1,100円キャッシュカード・
ＪＡカード一体型※２

※１ 対象：盗難、紛失、汚損、毀損、数ページ残した状態での通帳繰越
※２ 対象：�ＪＡカード一体型からキャッシュカードへの切替、ロードアシス

タンスサービス追加付帯および付帯解除

【金種指定支払手数料】� （お取扱い１件あたり／消費税込）
支払枚数 手数料

1枚～100枚 無　料
101枚～1,000枚 330円

1,001枚～2,000枚 550円
2,001枚以降 1,000枚毎に220円加算

※同時に複数回に分けて支払する場合、合計枚数が支払枚数となります。 
※�支払枚数から「１万円札を除いた枚数」が手数料対象となります。ただし、 

１万円札を新券で指定する場合は、その枚数を含みます。 
※新券を指定する場合、各金種100枚までが上限枚数となります。

【残高証明書発行手数料】　� （消費税込）
項　目 手数料

都度発行・定例発行 550円

【貸金庫利用料】 （消費税込）
項　目 手数料

Ｍサイズ 5,029円／年
Ｌサイズ 7,543円／年

【ネットバンク手数料】 （消費税込）
項　目 手数料

個人ＪＡネットバンク利用料 無　料

法人ＪＡネットバンク利用料

1,100円／月
※基本サービスのみ

3,300円／月
※基本サービス＋伝送サービス

10円／件
※口座振替手数料

令和７年４月１日現在

ＪＡバンクからお知らせ
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JAバンクを装ったフィッシングメールに
ご注意ください！

＜メールの件名＞
※実際に確認されたもの

・【JAネットバンク】利用停止のお知らせ
・【JAネットバンク】緊急停止のご案内
・ 【JAネットバンク】お客さま情報等の確認
について
・【農業協同組合】振込（出金）、ATM
のご利用（出金）利用停止のお知らせ
・【緊急】JAネットバンク お取引を保留
した（必ずご確認ください）

操作を焦らされていませんか？

ポイント

メールの件名や内容で慌てずに、まずは
公式サイトからログインし、あわせて身に
覚えのない取引がないか確認しましょう。

フィッシングメールなどに記載され
ているURLにはアクセスしない！

＜要注意＞
特にワンタイムパスワードを漏洩すると、犯人
側で送金が可能となり、貯金残高の全額を
不正送金されるリスクがあります。

偽サイトにはID・口座番号・パスワード等は
絶対に入力しないでください。

フィッシングメールの被害に遭われたと思ったら…
緊急停止を実施してください。

【JAネットバンク ヘルプデスク】
0120-058-098

不特定多数の方へ複数回送られている
ことが確認されています。

ポイント

ＪＡバンクからお知らせ
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　ヒグマによる人身被害は春と秋に多く発生し、被害の３分の２は山菜採り・キノコ採りの最中、そのほ
か、山林作業、農作業、釣りなどの活動中に発生しています。被害者にならないために、ヒグマと遭遇し
ないようにすることが大切です。

　ヒグマの出没情報は、「めむろ安心メール」のほか、芽室町の facebook 公式アカウントや芽室町公式
LINE でも発信しますので、御確認・御登録お願いします。

　　　　　　　　芽室町農林課農畜産振興係　電話：６２－９７２５　FAX：６２－３７５７問い合わせ先

春はヒグマに注意！

ヒグマに遭遇しないために
○単独行動を避け、複数で行動する。
○薄暗い時間帯は出歩かない。
○鈴・ラジオ・大声で話すなど音を出しながら歩く。
○家の周辺に生ゴミや農産物の残さを放置したり、
埋めたりしない。
○フンや足跡を見たら引き返す。
○事前にヒグマの出没情報を確認する。

ヒグマに遭遇したら
○走って逃げない。こちらに気づいてい
ないようであれば、静かに立ち去る。

○接近してくる場合は、ヒグマから視線
を離さず動きを見ながらゆっくりと後
退する。

芽室町からお知らせ

　北米原産のアライグマは、人間によって国内に持ち込まれた
外来種で、芽室町でも農業被害が出ています。また、狂犬病や
サルモネラ症などの感染症を媒介するとされており、人や家畜
への被害も懸念されています。
　繁殖力が強く天敵がいないため、対策を講じなければどんど
ん生息数が増えてしまいます。最新の情報をもとに箱わなを設
置し、地道に捕獲していくことが必要です。

　畜舎などの天井裏や床下、物置、麦稈ロールの隙間にいるかも☝ 
　河川、明渠を移動経路にしているかも☝
　トウモロコシや家畜飼料を食べられているかも☝

　行動範囲が広いアライグマを捕獲するためには地域全体での取り組みが重要です。町ではアライグマ用
箱わなの設置をおこなっているほか、狩猟免許がなくてもアライグマの捕獲が可能になる「外来生物法に
基づく防除従事者」に登録するための技術講習会の開催を冬期間に予定していますので、興味のある方や
農業者の方はぜひお申し込みください。
　アライグマを目撃したり足跡などの痕跡を見つけたりした場合は、芽室町農林課農林環境係に情報をお
寄せください。
　また、有害鳥獣に関する情報について、オンラインで通報していただける「有害鳥
獣通報システム」の運用を、令和６年11月から開始しています。
　町公式 LINE アカウントまたは右記のＱＲコードから情報をお寄せいただくことも
できますので、ぜひご利用ください。

　　　　　　　　芽室町農林課農畜産振興係　電話：６２－９７２５　FAX：６２－３７５７問い合わせ先

アライグマの捕獲実施中
アライグマの特徴

耳の縁どりと
ひげが白い

尻尾がしま模様

手足が５本指

眉間に黒い線アライグマの特性
○夜行性　　　○身をさらすことを嫌う
○水辺を好む　○雑食性
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第29回　協同組合と報徳ⅩⅢ
◆協同事業の歴史的背景とは◆
　国際協同組合同盟（ＩＣＡ）は１９９５年、「協同組合は、人びとの自治的な組織であり、自発的に手を結
んだ人びとが、協同で所有し民主的に管理する事業体をつうじて、共通の経済的、社会的、文化的ニーズ
と願いをかなえることを目的とする。」と組織の目的を明らかにしましたが、過去をふり返るとその発展
の過程で組合員ニーズが時代により刻々と変化してきたことが分かります。さらに、時代によって変化す
る組合員の切実なニーズと願いに対応するため、協同組合は組織やその事業体としての姿をも変化させて
きました。
　組合員のニーズや願いの背景にある社会状況の変化を探りつつ、協同組合としての必死の取り組みを明
らかにすることは、自主改革を検討する現代の協同組合にとっても意味のあることです。組合員が時代の
制約の中で、共同事業をどのように変化させてきたのか、その経緯を辿りながら今後の共同事業の在り方
を検討します。

協同組合アイデンティティに関するＩＣＡ声明（１９９５年）
定義	 �　協同組合は、人びとの自治的な組織であり、自発的に手を結んだ人びとが、協同で所有し民主的に管理する

事業体をつうじて、共通の経済的、社会的、文化的ニーズと願いをかなえることを目的とする。
価値	 �　協同組合は、自助、自己責任、民主主義、平等、公正、連帯という価値を基礎とする。
	 �　協同組合の創設者たちの伝統を受け継ぎ、協同組合の組合員は、正直、公開、社会的責任、他人への配慮と

いう倫理的価値を信条とする。
原則	 　協同組合原則は、協同組合がその価値を実践するための指針である。
	 　第一原則　　　自発的で開かれた組合員制
	 　第二原則　　　組合員による民主的管理
	 　第三原則　　　組合員の経済的参加
	 　第四原則　　　自治と自立
	 　第五原則　　　教育、研修および広報
	 　第六原則　　　協同組合間の協同
	 　第七原則　　　地域社会への関与

（日本協同組合学会訳編）

� （H29.10.15発行　北海道報徳情報別冊38号より一部抜粋）

連載ＪＡの基礎【報徳編】

　災害情報や防犯情報、ヒグマの出没情報などメールでお知らせしています。ぜひ御登録ください。

　〈登録方法〉
　　右のＱＲコードを読み取って空メールを送信してください。

　　ＱＲコードが使用できないときは？
　　「bousai.memuro-town@raiden3.ktaiwork.jp」に空メールを送信してください。
　　返信が届くので、指示に沿って手続きを進めてください。
　　※受信拒否設定をしている場合、返信メールが届かないことがあります。

●�めむろ安心メールに関する問い合わせは、芽室町総務課危機対策係（電話：６２－９７２０）へお願い
します。

めむろ安心メールに御登録ください

芽室町からお知らせ
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常
盤
（
出
張
所
長
）	

杉
　
崎
　
助
　
一

　
二
十
四
年
五
月
常
盤
出
張
所
を
新
設
。

二
十
五
年
三
月
機
構
改
革
に
よ
り
、
信
用
を
総
務
部
に
、
農
産
部
、
畜
産
部
と

業
務
部
の
販
売
係
を
併
合
し
て
新
た
に
生
産
販
売
部
を
設
け
た
。
業
務
部
購
買

係
は
購
買
部
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。

◇
二
十
六
年
五
月

　
副
組
合
長
前
塚
茂
一
氏
と
な
り
、
参
事
に
中
田
氏
の
ほ
か
柴
田
氏
就
任
。

　
総
務
部
長
（
兼
務
）	

中
　
田
　
石
　
松

　
　
庶
務
主
任
　
　
　	
中
　
田
　
金
　
吾

　
　
信
用
主
任
　
　
　	
光
　
沢
　
和
　
男

　
　
出
納
帳
　
　
　	
石
　
田
　
　
　
尚

　
生
産
販
売
部
長
　
　	

宮
　
田
　
勝
　
二

　
次
　
　
長
　
　	

岩
　
波
　
邦
　
明

　
　
倉
庫
主
任
　
　
　	

野
　
呂
　
市
之
助

　
　
販
売
主
任
　
　
　	

菅
　
原
　
　
　
仁

　
　
運
輸
主
任
　
　
　	

片
　
山
　
嘉
　
内

　
購
買
部
長
　
　
　
　	

鎌
　
田
　
栄
　
吉

　
　
主
　
　
任
　
　
　	

長
　
田
　
繁
　
一

　
工
場
部
長
　
　
　
　	

篠
　
原
　
与
　
作

　
　
主
　
　
任
　
　
　	

四
　
条
　
　
　
明

　
　
搾
油
工
場
（
兼
） 

　	

横
　
溝
　
　
　
正

　
　
醤
油
工
場
長

　
支
　
所
　
長

　
　
上
美
生
　
　
　
　	

駒
　
井
　
重
　
孝

　
　
美
　
生
　
　
　
　	

須
　
田
　
末
　
吉

　
　
坂
ノ
上
　
　
　
　	

堀
　
新
　
一
　
郎

　
　
祥
　
栄
　
　
　
　	

瀬
　
川
　
高
　
雄

　
　
北
伏
古
　
　
　
　	

池
　
田
　
米
　
蔵

　
　
渋
　
山
　
　
　
　	

保
　
田
　
勇
　
一

　
　
常
盤
（
出
張
所
長
）	

須
　
崎
　
助
　
一

　
名
古
屋
支
所
長
（
兼
務
）	

柴
　
田
　
春
　
吉

　
二
十
七
年
五
月
の
総
代
会
で
雑
こ
く
の
自
由
販
売
取
引
に
よ
り
、
生
産
物
の

宣
伝
販
売
拡
張
の
た
め
、
名
古
屋
中
村
区
下
広
井
町
に
支
所
を
設
け
る
こ
と
を

決
定
、
そ
の
後
任
に
祥
栄
支
所
長
の
鎌
田
氏
が
な
つ
た
。
二
十
六
年
伏
古
支
所

を
新
設
し
て
、
初
代
支
所
長
に
購
買
主
任
長
田
氏
を
任
命
。

�

（
五
月
号
へ
つ
づ
く
）

理 事 会 だ よ り
第１３回（２月２８日開催）

・議案第１号　令和７年度内部監査計画について
・議案第２号　第９７回臨時総代会の開催について
・議案第３号　�第９７回臨時総代会提出議案につい

て
・議案第４号　規程類の一部改正について
・議案第５号　信用事業方法書の改正について
・議案第６号　令和７年度余裕金の運用について
・議案第７号　�ジェイエイめむろフーズ（株）令

和７年度事業計画の設定について
・議案第８号　出資金の譲渡承認について
・議案第９号　出資金の減口承認について

・協議案１　　�令和６年度各種懇談会の開催結果
について

・協議案２　　�食料安全保障の強化と持続的な北
海道酪農・畜産に関する組織討議
について

・協議案３　　�食品加工施設（在庫管理シスム）
の取り進めについて

報告事項
１　�主要なる内部および外部会議の概要について
２　�令和７年度役員報酬額の答申について
３　道常例検査の結果について
４　経営定期点検結果について
５　�令和７年産菌床椎茸取扱要領について
６　組合員の加入・脱退状況について
７　�利益相反取引に係る貸付報告について
８　組合員の対応について

第１３回理事会は青年部員の傍聴のもと開催されま
した。

26



機
構
と
担
当
者
①

◇
二
十
三
年
三
月

　
組 

合 

長	

高
　
橋
　
雄
之
助

　
副
組
合
長	

高
　
橋
　
要
　
蔵

　
参
　
　
事	

中
　
田
　
石
　
松

　
会
計
主
任
　
　
　
　	

柴
　
田
　
春
　
吉

　
総
務
部
長
　
　
　
　	

宮
　
田
　
勝
　
二

　
　
庶
務
主
任
　
　
　	

大
　
村
　
廉
　
平

　
　
主
計
主
任
　
　
　	

光
　
沢
　
和
　
男

　
　
農
政
主
任
　
　
　	

高
　
橋
　
勝
　
義

　
　
調
度
主
任
　
　
　	

長
　
田
　
繁
　
一

　
農
産
部
長
　
　
　
　	

岩
　
波
　
邦
　
明

　
　
農
産
主
任
　
　
　	

柴
　
田
　
昌
　
六

　
　
開
拓
主
任
　
　
　	

宮
　
崎
　
武
　
男

　
畜
産
部
長
　
　
　
　	

欠

　
　
馬
事
主
任
　
　
　	

欠

　
　
酪
農
主
任
　
　
　	

大
　
丘
　
正
　
雄

　
　
小
家
畜
主
任
　
　	

矢
　
野
　
　
　
正

　
業
務
部
長
　
　
　
　	

石
　
田
　
　
　
尚

　
　
金
融
主
任
　
　
　	

菅
　
原
　
　
　
仁

　
　
購
買
主
任
　
　
　	

野
　
呂
　
市
之
助

　
　
販
売
主
任
　
　
　	

片
　
山
　
嘉
　
内

　
　
利
用
主
任
　
　
　	

中
　
田
　
金
　
吾

　
　
配
給
所
主
任
　
　	

四
　
条
　
　
　
明

連載 № 53

【
本
篇
：
芽
室
農
協
の
十
年
】

　
工
場
部
長
（
兼
任
）	

柴
　
田
　
春
　
吉

　
　
搾
油
工
場
主
任
　	

横
　
溝
　
　
　
正

　
　
紡
毛
工
場
主
任
　	

唐
　
沢
　
隆
　
男

　
　
澱
粉
工
場
主
任
　	

堀
　
川
　
　
　
実

　
上
美
生
支
所
長
　
　	

駒
　
井
　
重
　
孝

　
坂
の
上
支
所
長
　
　	

篠
　
原
　
与
　
作

　
祥
栄
支
所
長
　
　
　	

鎌
　
田
　
栄
　
吉

　
北
伏
古
支
所
長
　
　	

池
　
田
　
米
　
蔵

　
美
生
支
所
長
　
　
　	

須
　
田
　
末
　
吉

　
渋
山
支
所
長
　
　
　	

保
　
田
　
勇
　
一

　
以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
発
足
し
た
が
、
二
十
三
年
八
月
に
坂
ノ
上
支
所
長
篠
原
与
作
氏
が
業
務
部

倉
庫
主
任
に
、
坂
ノ
上
に
は
瀬
川
高
雄
氏
が
昇
格
。

　
十
一
月
に
会
計
主
任
兼
工
場
部
長
柴
田
氏
が
業
務
部
長
を
専
任
、
石
田
氏
が
工
場
部
長
に
、
畜

産
部
長
篠
原
氏
、
倉
庫
主
任
に
堀
川
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
。

◇
二
十
五
年
四
月

　
総
務
部
長
（
兼
任
）	

中
　
田
　
石
　
松

　
　
信
用
課
主
任
　
　	

光
　
沢
　
和
　
男

　
　
庶
務
主
任
　
　
　	

石
　
田
　
　
　
尚

　
生
産
販
売
部
長
　
　	

宮
　
田
　
勝
　
二

　
次
　
　
長
　
　	

岩
　
波
　
邦
　
明

　
　
農
産
販
売
主
任
　	

片
　
山
　
嘉
　
内

　
　
倉
庫
主
任
　
　
　	

堀
　
川
　
　
　
実

　
　
運
輸
主
任
　
　
　	

野
　
呂
　
市
之
助

　
　
畜
産
販
売
係
　
　	

欠

　
購
買
部
長
　
　
　
　	

柴
　
田
　
春
　
吉

　
　
主
　
　
任
　
　
　	

長
　
田
　
繁
　
一

　
工
場
部
長
　
　
　
　	

篠
　
原
　
与
　
作

　
　
主
　
　
任
　
　
　	

中
　
田
　
金
　
吾

　
　
搾
油
工
場
（
兼
） 

　	

横
　
溝
　
　
　
正

　
　
醤
油
工
場
長

　
支
　
所
　
長

　
　
上
美
生	

駒
　
井
　
重
　
孝

　
　
祥
　
栄
　
　
　
　	

鎌
　
田
　
栄
　
吉

　
　
坂
ノ
上
　
　
　
　	
瀬
　
川
　
高
　
雄

　
　
渋
　
山
　
　
　
　	
保
　
田
　
勇
　
一

　
　
北
伏
古
　
　
　
　	
池
　
田
　
米
　
蔵

　
　
美
　
生
　
　
　
　	

須
　
田
　
末
　
吉
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二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は５月号に掲載いたします。

３月号の
解　　答

ＡＢＣＤ
ウグイス

１	 富山湾でとれるものが有名な春の
味覚。青く光ります

２	 茶わんのセットや重箱を数えると
きに使う言葉

３	 手品、マジックともいいます
４	 来週の火曜日――にもう一度来て
ください

６	 祝い事につきものの魚
９	 麻雀であがる前にかけることも
10	 これが終わると新学期。入学式も
あります

11	 インクを付けて押します
13	 テニスの試合で――の応酬が続い
た

14	 鬼さんこちら、手の鳴る――へ
16	 よく×（バツ）と対比されます

ヨコのカギ

２	 タイヤにつないでシュコシュコ
５	 柔道場に敷かれているもの
７	 新しいクラスで――紹介をした
８	 ――は友を呼ぶ
９	 茶道では表千家、裏千家など
11	 真新しい――を着て入社式に臨ん
だ

12	 漢字で書くと枸橘、枳殻。春に白
い花を咲かせます

14	 海のパイナップルと呼ばれる海産
物

15	 肥料の三要素は窒素、――酸、カ
リウム

16	 パソコンの入力装置のひとつ
17	 ４月のこと。――・フール

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

■
発
行
日
／
令
和
七
年
四
月　
　
■
発
行
・
編
集
／
芽
室
町
農
業
協
同
組
合
・
営
農
部　
　
■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
（
０
１
５
５
）
６
２
―
２
３
１
３

ＪＡめむろホームページアドレス　https://www.ja-memuro.or. jp

定　員：各回　10名
参加料：3,500円
持ち物：�バンダナ・エプロン・タオル・マスク・衛生手袋・

味噌５kg程度が入る樽、袋２枚をご用意ください。

ＪＡめむろ農畜産物加工調理体験施設

「緑のめぐみ館」からお知らせ
2025年

５月

開催

「緑のめぐみ館」は、個人・団体・グループで気軽にご利用できる加工調理体験施設です。
◆お申し込み・お問い合わせ：「緑のめぐみ館」ＴＥＬ／ＦＡＸ　６２－５３７９

芽室町東めむろ３条南１丁目「愛菜屋」東隣

～めむろ産大豆を使って～ ♪十勝産小麦粉を使って♪

♬♪ 感謝の気持ちを伝えよう ♪♬
メニュー ： 母の日ケーキ

時間　９：30～13：00 （各回５kg） 日時：５月10日（土）９：00〜12：30
①５月８日（木）
③５月22日（木）

人　数：親子10組（小学生以上）
参加料：無料
持ち物：�バンダナ・エプロン・タオル・マスク・容器��

お子さんはきれいな長靴をご用意ください。

ＪＡめむろ食育講座

手作り味噌講習会 親子お菓子教室

!!　参加者募集　!!

②５月15日（木）
④５月29日（木）

ＪＡめむろ
Instagram
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